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的であり、異径シールド同士での地中接合
はきわめて珍しいケースである。
　しかし今回はシールド径が異なるという
特徴を利用し、大きな径であるＯ幹線の
シールドに到達立坑の役割を持たせ、そこ
にＭ幹線が貫通して到達するイメージで一
連の施工フローを検討した。
　その結果、Ｏ幹線のシールド機解体後に
機内をセメント系材料で一旦充填し、その
中にＭ幹線のシールドを到達させる方法を
採用した。
　一連のフローを図－５に示す。
⑶　施工報告
　Ｏ幹線正面でシールドを接合させるた
め、シールドのカッターヘッドを撤去する
必要がある。カッターヘッド撤去に際して
は、直接地山に接する作業となるため、安
全性確保のためにも切羽の自立と止水性の
確保が最も重要である。今回は、信頼性の
高い高圧噴射攪拌工法により地盤改良を実
施した（図－６参照）。また、シールド後
方からの地下水流入を防止するため、シー
ルド機内からの補足注入も実施した。状況
を写真－１に示す。
　また切羽の安定性確保や解体作業の安全
性を考慮し、カッターヘッド部は下部と上
部の２分割施工とし、その都度セメント系
の材料で充填した（写真－２～４）。
　カッターヘッド下部の撤去を終えた後、
直ちに充填作業を行った。こうすることに

写真－１　機内注入状況

図－６　到達部地盤改良平面図
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写真－２　切羽改良体全景

写真－３　下部充填・上部解体後

写真－４　機内充填完了（フロー④）
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より改良体の開放面積を少なくできるとと
もに、上部撤去時の足場としても利用する
ことができる。引き続き、カッターヘッド
上部の撤去および充填を行った。これらの
対策により地下水の流出もなく、一連の作
業を安全にスムーズに進めることができ
た。
　なお、Ｏ幹線の二次覆工を開始する時点
では、スチールフォームのセットのために
シールド機側に３ｍ程度のスペースが必要
となるため、図－５に示すように④⑤と⑦
の二段階で機内充填を行った。
　二次覆工開始後の機内充填実施により、
Ｍ幹線の受入れ準備が完了した（写真－
５）。

４．おわりに
　シールドにおいて管渠断面が変化する場
合は、立坑を造り、別々のシールドで発進
や到達させるのが一般的である。異型シー
ルド同士を正対させて地中接合する工法は
きわめて珍しいケースである。
　しかし今回の大手筋幹線事業において、
正対したシールド機をラップさせて接続す
るという新しい地中接合フローを確立する
ことができた。
　この地中接合フローによりシールドの断
面が変化する場合でも立坑を造ることなく
安全に接続することができることから、将
来的にも同様のケースにおいて、有効な参
考事例になると考える。

写真－６　シールド接続完了

写真－５　機内充填完了（フロー⑧）

写真－７　管渠完成（大手筋幹線側から撮影）図－７　到達・二次覆工完了フロー

　その後のＭ幹線到達までの一連のフロー
を図－７に、フロー⑪完了を写真－６に示
す。


